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会
員
の
皆
様
、
今
年
も
暑
い
夏

が
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
皆
様

に
は
、
日
々
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
よ
り
商
工
会
の
健
全

運
営
と
事
業
推
進
に
積
極
的
な
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
二
十
九
年
度
の
第

十
二
回
通
常
総
会
も
会
員
多
数
の

出
席
の
中
、
全
て
の
議
案
を
ご
承

認
い
た
だ
き
、
無
事
本
年
度
の
ス

タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
昨
年
は
、
当
商
工
会
設
立
十

周
年
事
業
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、

四
月
の
記
念
式
典
を
は
じ
め
六
月

に
は
、
宮
本
周
司
参
議
院
議
員
を

迎
え
青
年
部
主
催
の
記
念
講
演
や

的
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
当
面
五
ヶ
年
計
画
で
実
施
さ

れ
、
個
々
の
経
営
支
援
や
地
域
活

性
化
に
資
す
る
事
業
支
援
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

様
々
な
支
援
事
業
と
絡
め
な
が
ら

更
な
る
有
効
活
用
を
図
っ
て
ま
い

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

ま
た
商
工
会
事
務
局
の
体
制
も
、

事
業
推
進
強
化
を
図
る
べ
く
職
員

を
本
所
へ
の
一
極
集
中
を
行
い
ま

し
た
。
職
員
連
携
強
化
の
中
で
事

業
推
進
と
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
充
実

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
七
月
か

ら
は
、
欠
員
と
な
っ
て
い
ま
し
た

経
営
指
導
員
も
充
足
さ
れ
、
経
営

支
援
員
と
も
に
元
気
の
良
い
若
手

職
員
が
着
任
し
ま
し
た
。「
行
き

ま
す
」「
聞
き
ま
す
」「
提
案
し
ま

す
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
頑
張
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
遠
慮
な
く
気
軽
に
お
声
か

け
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
い
よ
い
よ
恒
例
の
夏
祭

り
も
間
近
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
会
員
の
皆
様
も
積
極
的
に
ご

参
加
い
た
だ
き
盛
り
上
げ
て
い
た

だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
も
、
当
商

工
会
へ
の
ご
指
導
ご
協
力
を
願
い

あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、
会
員
皆
様

の
ご
健
勝
ご
繁
栄
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

対
談
な
ど
開
催
し
、
皆
様
に
は
、

会
報
特
集
号
で
お
知
ら
せ
い
た
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

十
二
年
前
に
県
内
商
工
会
の
先

陣
を
切
っ
て
合
併
し
、
新
商
工
会

を
設
立
し
た
鶴
の
町
商
工
会
の
責

務
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
の
で

は
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
も
偏
に
会

員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
あ

っ
た
れ
ば
こ
そ
と
御
礼
申
し
上
げ

る
次
第
で
す
。

　

本
年
度
は
、
懸
案
で
あ
り
ま
し

た
経
営
発
達
支
援
計
画
が
国
の
認

定
を
受
け
、
い
よ
い
よ
伴
走
型
小

規
模
事
業
経
営
支
援
事
業
に
本
格

会
長
あ
い
さ
つ
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鶴
の
町
商
工
会
通
常
総
会
が
五

月
十
八
日（
木
）高
尾
野
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
の
初
め
に
、
六
名
の
皆
さ

ん
が
県
連
合
会
及
び
鶴
の
町
商
工

会
か
ら
感
謝
状
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。

議
事
に
お
い
て
、
定
款
改
正
が
行

わ
れ
、
理
事
の
数
を
６
名
減
ら
し

十
八
名
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま

し
た
。
来
年
度
の
総
会
に
は
、
新

た
な
地
区
割
の
も
と
で
役
員
改
選

が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
新
年
度
の
事
業
と
し
て
今

平
成
二
十
九
年
度

平
成
二
十
九
年
度

平
成
二
十
九
年
度

第
十
二
回 

通
常
総
会
開
催

後
五
ヶ
年
に
亘
り
伴
走
型
小
規
模

事
業
者
支
援
推
進
事
業
が
ス
タ
ー

ト
し
、
地
域
経
済
活
性
化
の
た
め

食
品
や
特
産
品
製
造
小
売
業
や
飲

食
業
を
重
点
支
援
事
業
と
し
、
市

場
調
査
や
販
路
開
拓
な
ど
を
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

平成29年度通常総会表彰平成29年度通常総会表彰平成29年度通常総会表彰

氏　名 事 業 所 名 勤続年数

森　　春子 有限会社 山門醸造 14年6ケ月

山下　浩二 出水運輸センター株式会社 17年10ケ月

木串　和俊 有限会社 浜田工業所 18年9ケ月

上村　純雄 旭交通株式会社 15年5ケ月

濱田　修一 旭交通株式会社 18年10ケ月

＜優良従業員表彰者＞

川窪　恵子 女性部長 ２年

＜県女連会長表彰＞
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現
在
、
青
年
部
で
は
、
毎
年
十
一
月
三
日
の
文
化
の
日
に
開
催
さ
れ

る
「
西
日
本
オ
ー
ル
ド
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
三
〇
周
年
記
念

特
別
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
ア
ニ
メ　

機
動
警
察
パ
ト
レ
イ
バ
ー
」

に
登
場
す
る
巨
大
ロ
ボ
ッ
ト
「
イ
ン
グ
ラ
ム
」
の
実
物
大
立
像

の
招
致
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

こ
の
計
画
を
実
現
す
る
た
め
に
は
多
く
の
資
金
が
必

要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
各
関
係
機
関
・
団
体
へ
の
協
力

要
請
を
は
じ
め
「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
と

い
う
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
資
金
出
資
者

募
集
な
ど
の
活
動
を
七
月
十
日
か
ら
八
月
三
十

日
の
期
間
で
お
こ
な
っ
て
お
り
、
目
標
金

額
達
成
の
た
め
に
青
年
部
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、
会

員
の
皆
様
に
地
域
活
性
化
や
オ
ー

ル
ド
カ
ー
イ
ベ
ン
ト
の
発
展
な

ど
多
く
の
効
果
を
生
み
出
す

た
め
の
活
動
で
あ
る
こ
と

の
ご
報
告
と
あ
わ
せ
て

こ
の
活
動
に
対
し
ま

し
て
の
ご
理
解
と

ご
支
援
を
い
た

だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

クラウドファンディング専用ページ
URL http://camp-fi re.jp/projects/view/33267

◀ＱＲコード

やる気満々商工会青年部やる気満々商工会青年部やる気満々商工会青年部
オールドカー30回大会に向けてオールドカー30回大会に向けてオールドカー30回大会に向けて

イングラム出動イングラム出動イングラム出動

◎ミニバレーボールチーム  県大会３位入賞
　�　鹿児島県商工会女性部ミニバレー県大会が６月18日
（日）に薩摩川内市で開催され、当商工会女性部も北薩地
区代表として出場しました。地区大会で準優勝した勢い
そのままに、予選から見事２連勝。決勝トーナメントに
進み、準決勝で惜しくも負けはしましたが、全体の第３
位という形で有終の美を飾ることが出来ました。本番で
は、練習の成果も随所に現れ、部員相互の連携や親睦も
大変深まり、今後の女性部活動への大きな弾みとなる大
会になりました。

◎川窪恵子さん九州大会で堂々の発表
　�　平成29年７月12日（水）に、「商工女性の主張」九州大
会が鹿児島市の城山観光ホテルで開催されました。鹿児
島県代表として、当商工会女性部の川窪恵子さんが出場
し、地元開催のプレッシャーの中、堂々とした発表を行
って頂きました。
　�　鹿児島を代表する大島紬で登壇し、女性部活動を通し
て学んだことや、おもてなしの大切さについてユーモア
を交えて話をされました。惜しくも優勝は逃したものの、
会場の皆様の心に訴えかける素晴らしい主張発表となり
ました。

頑張る商工会女性部頑張る商工会女性部頑張る商工会女性部
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広
域
担
当
経
営
指
導
員

 

陣
之
内
　
靖

　

こ
の
度
、
北
薩
地
域
広
域
指

導
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
赴
任
し

ま
し
た
陣
之
内
で
す
。
前
任
地

は
、
鹿
児
島
県
商
工
会
連
合
会

に
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
。
出

身
地
は
、
現
在
の
志
布
志
市
で
、

鹿
屋
市
の
自
宅
に
妻
を
残
し
て
、

出
水
市
に
単
身
赴
任
し
て
お
り

ま
す
。
三
十
四
年
間
商
工
会
に

勤
務
し
て
お
り
ま
す
が
、
北
薩

地
域
で
の
勤
務
は
初
体
験
で
、

ま
ず
は
地
理
に
な
れ
な
け
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。
経
営
や
店

舗
運
営
の
方
法
は
、
ず
い
ぶ
ん

様
変
わ
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

迅
速
な
情
報
収
集
が
必
要
で
す
。

経
営
に
関
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば

何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

〈
４
月
就
任
〉

〈
７
月
就
任
〉

　
鶴
の
町
商
工
会
事
務
局
の

顔
ぶ
れ
が
変
わ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
同
様
気
軽
に
お
声

か
け
く
だ
さ
い
。

地
区
担
当
経
営
指
導
員

 

岩
元
　
貴
徳

　

四
月
の
人
事
異
動
に
よ
り
地

区
担
当
経
営
指
導
員
と
し
て
勤

め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
岩
元
貴
徳
と
申
し
ま
す
。
出

身
は
大
隅
半
島
の
錦
江
町
で
、

前
任
地
は
大
島
地
区
の
与
論
町

商
工
会
に
約
六
年
間
在
職
し
て

い
ま
し
た
。

　

北
薩
地
区
へ
の
配
属
は
初
め

て
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
公
私
共

に
楽
し
み
な
が
ら
地
域
の
こ
と

を
理
解
し
、
鶴
の
町
商
工
会
の

職
員
と
し
て
、
会
員
事
業
所
の

皆
様
を
は
じ
め
、
地
域
商
工
業

者
の
発
展
に
少
し
で
も
貢
献
で

き
る
よ
う
な
支
援
が
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
も
会
員
事
業
所
の
皆
様
と
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら

一
つ
ひ
と
つ
の
ご
相
談
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
至
ら
な
い
点
も
あ
る
と
は

思
い
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

 

久
保
　
秀
一

　

本
年
四
月
か
ら
野
田
支
所
に

勤
務
し
て
お
り
ま
す
。
久
保
と

申
し
ま
す
。

　

出
身
は
、
野
田
の
田
多
園
自

治
会
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

高
尾
野
中
の
市
、
野
田
郷
夏

祭
り
、
野
田
の
オ
ー
ル
ド
カ
ー

の
駐
車
場
係
や
舞
台
づ
く
り
片

付
け
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し

て
お
り
ま
し
た
。
特
に
野
田
の

夏
祭
り
は
、
も
う
早
い
も
の
で

四
十
年
近
く
に
な
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。
そ
の
経
験
を
踏
ま
え

て
今
回
鶴
の
町
商
工
会
に
招
聘

さ
れ
ま
し
た
。

　

野
田
支
所
で
は
、
窓
口
業
務

を
主
に
し
て
本
所
と
の
連
携
を

密
に
し
て
、
会
員
皆
様
へ
の
サ

ー
ビ
ス
提
供
に
努
め
た
い
と
存

じ
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

地
区
担
当
経
営
指
導
員

 

原
田
　
健
人

　

皆
様
、
い
つ
も
大
変
お
世
話

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
七
月
か
ら
経
営
指

導
員
と
し
て
鶴
の
町
商
工
会
で

引
き
続
き
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
原
田
健

人（
は
ら
だ
た
け
と
）と
申
し
ま
す
。

　

出
身
は
大
隅
半
島
の
肝
付
町

で
、
学
生
時
代
は
ず
っ
と
バ
ス

ケ
ッ
ト
を
続
け
、
今
で
も
休
日

に
は
社
会
人
リ
ー
グ
等
に
参
加

し
て
汗
を
流
し
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
て
い
ま
す
。

　

鶴
の
町
商
工
会
に
は
、
昨
年

の
四
月
に
経
営
支
援
員
と
し
て

赴
任
し
、
こ
の
一
年
の
間
に
大

変
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
会
員
の
方
々

そ
し
て
地
域
の
方
々
と
の
交
流

を
深
め
な
が
ら
様
々
な
こ
と
を

吸
収
し
、
そ
れ
を
皆
様
方
に
還

元
で
き
る
よ
う
一
生
懸
命
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も

末
永
く
お
付
き
合
い
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

経
営
支
援
員 

齊
野
　
史
明

　

皆
様
初
め
ま
し
て
齊
野
史
明

と
申
し
ま
す
！
鹿
児
島
市
武
岡

の
出
身
で
す
。

　

小
中
高
と
サ
ッ
カ
ー
を
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
昨
今
の
運
動

不
足
が
た
た
り
、
最
近
お
な
か

周
り
が
気
に
な
り
始
め
た
三
十

路
で
す
。

　

以
前
は
鹿
児
島
市
内
に
て
不

動
産
の
営
業
職
に
つ
い
て
お
り
、

五
月
の
経
営
支
援
員
の
中
途
採

用
試
験
を
受
験
し
、
七
月
よ
り

鶴
の
町
商
工
会
に
赴
任
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

正
直
な
と
こ
ろ
、
土
地
勘
あ

ま
り
な
く
仕
事
内
容
と
し
ま
し

て
も
い
ま
だ
漠
然
と
し
た
こ
と

も
多
い
で
す
が
、
諸
先
輩
方
に

教
え
を
乞
い
、
各
事
業
者
様
へ

の
お
力
添
え
が
出
来
る
よ
う
尽

力
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

鶴
の
町
商
工
会
で
は
地
域
の

イ
ベ
ン
ト
が
多
く
、
八
月
に
も

高
尾
野
・
野
田
郷
と
二
回
の
夏

祭
り
も
あ
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チームワークで頑張ります！
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暑い夏を吹き飛ばそう!
④

「高尾野夏祭り」
日時　平成２９年８月５日（土）
会場　子どもイベント　鶴の町商工会館前駐車場
　　　子どもみこし・総踊り
　　　　　　　　高尾野駅前通り～ＪＡ駐車場
　　　のど自慢・抽選会・太鼓演奏
　　　　　　　　高尾野駅前ふれあい公園
　　　花火大会　高尾野駅北側水田一帯
内容　午後３時～　子ども向けイベント
　　　　　　　　　（ ビッグマスのつかみ取り、　　

アニメ・パトレイバー上映会）
　　　午後６時～　子どもみこし
　　　午後６時２０分～　総踊り（約３０団体）
　　　午後７時３０分～　 のど自慢大会、抽選会、

高尾野兵六太鼓演奏
　　　午後９時１０分～　花火大会

　暑い時には、熱いエネルギーをほとばしらせ思いっきり飛び跳ねてみましょう！恒例の夏祭りがやってき
ます。夏バテなんて誰のこと？活気溢れる「みこし」「総踊り」「のど自慢」で暑気払い、夜空の向こうには
満面の花火が皆さんを待っています！

「野田郷夏祭り」
日時　平成２９年８月１９日（土）
会場　出水市野田運動場
内容　午後６時～　子どもみこし、総踊り
 （約１５団体）
　　　午後７時～　 各団体ダンス・餅投げ・
　　　　　　　　　抽選会開始
　　　午後７時４０分～　スペシャルタイム
　　　午後８時～　子ども○×クイズ、
　　　　　　　　　野田郷島津太鼓演奏
　　　午後８時４０分～　花火大会

イベントお知らせ欄

　参加賞や抽選会賞品も盛り沢山、お買
い物は是非鶴の町商工会員のお店で！

　期日　10月７日（土）
　会場　高尾野町上水流
多目的グラウンド

　11月３日（金：文化の日）、今年は30
回目を迎え、記念大会として盛りだく
さんで驚きのイベントが計画され

ています。

　12月３日（日）、出水市野田農産加工施設及
び周辺施設や駐車場を会場として、地域の農産物や
特産品の展示販売や手打そばの販売や昼食、恒例の
米のすくい取りや餅投げ、ブラスバンド演奏

などイベントも盛り沢山。

　12月28日（木）、高尾野きらめきドームにお
いて、地域特産品や正月飾りや野菜果物などの展示
販売、手打ちそばの振る舞いやゲーム、豪華な

抽選景品も多数揃えてあります。

秋から歳末のイベントお知らせ

　秋の彼岸の中日に紫尾神社秋
の大祭と同日開催！

　薩摩剣士隼人も名物高尾野そばを
喰いにやってくる！ちびっ子のみん

な集まれ！
期日  ９月23日（土・秋分の日）
会場  新鮮市場たこの周辺

10月28日（土）～ 11
月11日（土）の期間、夕
方６時から９時まで、市
内一円で竹灯篭の設置
やイベント開催。

鶴の町商工会杯
「地域親睦グラウンドゴルフ大会」

『いずみマチテラス』

秋のプチ“中の市”
『高尾野秋のそば祭り』

『第30回 西日本オールドカー
フェスティバル』

『第12回 野田郷むらまつり』

『第21回 あったか歳末特産品まつり』

び周辺施設や駐車場を会場として、地域の農産物や
特産品の展示販売や手打そばの販売や昼食、恒例の

会場  新鮮市場たこの周辺

薩
摩
剣
士
隼
人
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小規模事業者の伴走型経営支援と地域活性化の向上に向けて

　昨年度、鶴の町商工会においては、小規模企業振興基本法に基づく小規模
事業者の持続的発展を目的とする「経営発達支援計画」が国に認可され、今
年度から５年間、小規模事業者の伴走型経営支援強化、地域活性化の進展に
向けた取り組みを計画的に実施していくことになりました。
　「伴走型小規模事業者支援推進事業」は、経営発達支援計画を実現するた
めの補助事業で、今年度は、約３５０万円の補助金で運営していきます。

　（１）小規模事業者の経営支援に関すること

　①調査事業
　　地域（高尾野・野田地区）経営状況・需要動向を調査して、経営の基本データを整備する。

　②事業計画作成・実行支援
　　事業計画に基づいた経営の普及を図るため、事業計画等に係るセミナー、個別相談会を実施する。
　　【商人育成塾】
　　　・日時：９／15（金）、９／20（水）、10／５（木）、10／13（金）　午後７時～９時　４回
　　　・場所：鶴の町商工会高尾野本所
　　　・内容：若手経営者（後継者）が、今後、経営に必要な経営知識・手法を具体的に習得する。
　　【経営計画策定セミナー】
　　　・日時：10／６（金）、10／20（金）、10／27（金）
　　　　　　　午後７時～９時　３回
　　　・場所：鶴の町商工会高尾野本所
　　　・内容：経営改善のための事業計画の策定方法を実践的に
　　　　　　　習得する。
　　【経営診断・事業計画策定個別相談】
　　　自社の経営状況を分析したい、事業計画を作りたい方は個別に支援します。

　（２）地域活性化に関すること

　①商談会・物産展への出店支援
　　商談会・物産展に出展される方の出展料、旅費、リース料等経費を補助します。
　　今年度出展イベント～商工会まるごと特産品フェア（２回）、かご市商工会フェア（２回）

　②鶴の町特産品ブランド化の推進
　　�　「鶴の町地域経済活性化委員会」を設立して、高尾野・
野田地区の特産品の発掘及びＰＲ促進・ブランド化を目指
す。

　　�　特に、初年度は「そばの町、高尾野」のイメージアップ
のために、「高尾野そば」の周知度アップ、ブランド力強
化の基盤づくりを行う。

■今年度の伴走型総規模事業者支援推進事業の内容

「伴走型小規模事業者支援推進事業」始まる。

第１回地域経済活性化委員会
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代表者名 事 業 所 名 住　　所

戸田美奈子 オッジエ ドマーニ 野田町上名

中尾　雄基 中尾林業 高尾野町江内

西辻　孝文 炭火焼鳥 はなや 高尾野町柴引

宮﨑　　裕 ユタカ 野田町下名

三浦　剣士 株式会社 三浦建築 高尾野町柴引

 新規加入会員をご紹介します。

◎ 金融・税務・経理・経営・労務・取引などに関する
ご相談
◎創業や新規分や進出の支援
◎ 技術・技能等習得のための、講習会や研修会
◎お得な共済、年金、保険の斡旋

　ちょっとした資金の借入れや、商工業に関する相談等、どの
ような小さなことでもよろしいですので遠慮無くご相談ください。

商工会は、あなたのパートナーです。お気軽にご相談ください。

高尾野本所
野 田 支 所

☎82-1065
☎84-2062鶴の町商工会

商 工 貯 蓄 共 済
 積立金一部払出制度あります。

掛金月額    1口  2,000円
（1人30口まで掛けられます）

さらにパワーアップ
《医療保障特約型》付加可！

【一つの掛け金で3つの備え】

・ この制度は、共済を解約せずに積立金だけを払
出して使用できる制度です。
・ 自分の積立金です。有効に活用して経営改善に
お役立て下さい。

貯蓄 融資 生命
保証

　商工会では、地域の中小規模事業所の経営支援
のために、経営指導員や支援員を配置し、事業補
助金や融資の紹介や斡旋、日計管理や決算等のお
手伝い、さらに会員ならではの有利な貯蓄や共済
制度の紹介を行っています。
　鶴の町商工会は、新たな事業を積極的に取り入
れ、会員事業所の経営発展に努め、少しでも多く
の事業所がしっかりと地域に根づけるよう頑張っ
てまいります！

新規会員加入推進中です。


